
宮城県への寄附に係る目録贈呈式及び感謝状授与式（株式会社伊藤園様）

世界農業遺産「大崎耕土」の環境保全活動への目録の贈呈及び感謝状の授与式が下記により開

催されますのでお知らせいたします。

株式会社伊藤園様から，「お茶で宮城を美しく」のキャンペーンの一環として，「お～いお茶」

の売上げの一部を世界農業遺産「大崎耕土」の環境保全活動に御寄附いただきました。

当県では，「中山間地域等農村活性化基金」を活用し，世界農業遺産「大崎耕土」内で環境保全

活動を実施する保全隊に対し，支援を行って参りました。

今回の寄附は世界農業遺産「大崎耕土」の環境保全活動に大きく貢献するものです。

つきましては，世界農業遺産「大崎耕土」の認知度向上と地域活動の増進を図るため，是非取

材いただき，県民の皆様に広くお伝えくださるようお願いいたします。

記

１ 日 時：令和 5 年 2 月 7 日（火）午前 10 時 30 分から午前 10 時 45 分まで

２ 場 所：宮城県庁 4 階 特別会議室（午前 10 時 25 分までにお越しください。）

３ 出 席 者：株式会社伊藤園

     北海道・東北地域営業本部 南東北地区営業部 部長 今井 剛史 様 ほか３名

      宮城県副知事 遠藤 信哉

４ 取材申込：御取材いただける場合は，2 月 6 日（月）の午後 4時までに当課に電話・メール等

で御連絡ください。

５ そ の 他：

世界農業遺産「大崎耕土」の概要

大崎耕土は，「持続可能な水田農業を支える大崎耕土の伝統的水管理システム」が評価され，

平成２９年１２月に国際連合食料農業機関（FAO）から世界農業遺産に認定されました。

伝統的で巧みな水管理によって支えられる水田農業の営みは，水田と水路，ため池，農家

の暮らしを支える屋敷林（居久根）とともに，湿地生態系や農文化も育んでおり，「生きた遺

産」として未来に伝えたい素晴らしい農業システムです。

屋敷林「居久根(いぐね)」と水田や水路が織りなす特徴的な景観
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に寄付いたします。

製品売上の一部を
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